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エスビー食品がeラーニングをス

タートしたのは2001年。PC利用が

全社的に広まり、最低限の基礎知

識の習得と自己のレベルの再確認

を全従業員に定着させるため、気

軽に楽しみながら行えるWeb形式

のテストを2001年に自社で作成し、

社内で実施した。

テストはパソコンを社内で利用

するためのルールと、Windows、

Word、Excel、Outlookのそれぞれ

の基本的な操作の5講座で、それぞ

れ10問弱の問題で構成されている。

問題数が少ないのは、受講者が負

担なく受講できるよう配慮したた

めだ。問題は三者択一形式で、解

答して採点ボタンを押すと、点数

とともに正解と解説が表示される。

管理本部情報ユニットでPCリテラ

シー教育担当として、テストの企

画・実施に携わる清水聖子氏によ

れば、当時もっとも大変だったの

が教材の作成だという。

「当時はまだ市販のeラーニング

ツールの存在を知らなかったため、

FrontpageやJavaを駆使して社内で

テスト教材を作成しました。まず

問題を作る段階で時間がだいぶか

かりましたし、複数の担当者で分

担して作成したので、それぞれが

描く教材のイメージに若干のずれ

があり、それを統一するのも大変

でした。その結果、教材作成だけ

で2～3カ月もかかってしまったの

です」

教材作成をより効率的に行う必

要性を感じた清水氏は、この年の

「e-Learning World」に足を運ぶなど

して、自分たちでもっと容易に教

材作成ができるeラーニングシステ

ムを導入することを検討した。複

数のシステムを検討する中で、清

水氏が重視したのは教材の作成し

やすさ、そして親しみやすさだっ

た。

「情報リテラシーのテストを実

施したことで、他の部署からも同

様のテストを作成してみたいとい

う要望が出ていたので、私たちだ

けでなく、これまで教材作成を経

験したことのない人でも簡単にあ

る程度の教材が作成できることが

選定の基準でした。また、受講者

がなるべく飽きずに受講できるよ

うに、カラフルで親しみやすい教

材が作成できるかどうかも大切な

ポイントでした」（清水氏）

こうした条件から同社が採用し

た の が 富 士 通 の 「 I n t e r n e t

N a v i gwa r e」だった。In t e r n e t

Navigwareの教材作成キットには、

250種類のテンプレートと750個の

素材集が用意されており、問題作

成ウィザードに沿って問題形式や

正解情報などを入力していくだけ

で、飽きのこないテスト教材を簡
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単に作成できるようになっている。

清水氏によれば、これらの機能が

導入の決め手になったという。

2001年10月にInternet Navigware

を導入し、まず最初に行ったのが、

翌年春夏の新商品に関する営業担

当者向けのテストだ。導入後すぐ

に教材作成を開始し、2002年1月に

テストを実施した。

「ちょうどいいタイミングで営

業本部から相談があったので、準

備期間はほとんどなかったのです

が、まずは実施してみて、その反

応を見て今後の展開を検討しよう

と考えました。短期間で教材が準

備できたので、すでにその点でも

Internet Navigwareの導入効果は明

らかでした」（清水氏）

営業担当者への新商品の説明は、

100ページ近いマニュアルを配布し

たり、営業本部と商品企画の担当

者が全国を回って説明会を開催す

るなどして対応している。そこに

新商品知識のテストを組み合わせ

ることによって、営業本部と個人

の双方が知識の定着度合いを測る

ことが可能になる。当初はマニュ

アルを全てコンテンツ化すること

も検討されたが、量が膨大なこと、

また商品開発と同時進行となるた

め、必要な資料がぎりぎりまでそ

ろわないことから、マニュアルは

従来どおり配布し、最低限押さえ

ておくべきポイントをつかめるよ

うに、テストの問題が作成された。

管理本部情報ユニットでeラーニン

グやナレッジマネジメントを担当

する吉野克彦氏は、次のように語

る。

「マニュアルはもちろん全て読んで

もらいたいのですが、営業担当者

によってはポイントがつかめず、

商談の際にマニュアルの内容を端

から説明してしまうというような

ケースもあったので、営業本部で

はそうした問題を解決するのに役

立つテストを心がけたようです。

テストで新商品のポイントをつか

み、わからない部分はマニュアル

で確認してもらうという位置づけ

でした」

この新商品知識テストは、300人

近い営業担当者全員を対象に2～3

週間をかけて実施された。初めて

の試みだったこともあり、点数よ

りも受講させることに重点を置き、

毎週学習履歴のデータを営業本部

に提出して受講者のチェックに役

立ててもらうようにした。その結

果、営業担当者の8割近くが受講す

る結果となった。

「テストにはあまりよいイメー

ジがないので、どれだけの人に受

講してもらえるか多少の不安はあ

りましたが、実施状況の継続的な

アナウンスなどの働きかけにより、

ほとんどの人に受講してもらえる

ということがわかりました。うれ

しかったのは、各職場にこういう

テストを率先して受講する方がい

たことです。彼らが周囲にもやる

ように促してくれたことで、各職

場に浸透していきました。また、

テストは10分程度でできるので業

務中に受講しても負担がかからな

い点も成功の要因といえます。こ

の結果によって、一定の感触をつ

かむことができました」（清水氏）

テストの実施が新商品知識の認

知度向上へとつながったことから、

新商品知識テストはこれ以降継続

して実施されることになった。

吉野氏によれば、「情報ユニットで

は導入当初から、社内の各部門に

対してeラーニングによる知識の習

得を積極的に働きかけていました

が、eラーニングを実際にやってみ

たことで、さまざまなところから

『利用したい』という声があがって

くるようになりました」という。

eラーニングの社内への認知度が高

まる中、次に実施されたのが、全

社を対象にした行動基準の理解度

を測るテストである。これは、社

員行動基準の検討会からの要望に

基づき、2002年夏に1000人規模で1

カ月にわたり行われた。Internet

Navigwareを使って全社規模で実施

するのは初めてのことだったが、

最終的に7割近い社員がテストを受

講した。

「表立って強制はしませんでした

が、なかなか受講しない方には受

講を促すメールを流しています。

このテストも、点数よりも社員の

行動基準に対する意識付けを重視

したもので、実施した結果、全社

的に行動基準を改めて意識するこ
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とにつながりました。その後も半

期に一度継続的に実施されていま

す」（清水氏）

この他、情報ユニットでは、従

業員がPCの学習用に自由に閲覧で

きるように、もともとオリジナル

で作成していたPCリテラシーの学

習 用 コ ン テ ン ツ を I n t e r n e t

Navigware用に改善。社内ホームペ

ージで公開されていた従来の教材

はスクロール型だったが、画面を

切り替えて進められるよう、使い

勝手を大幅に改善することができ

たという。

また、2002年11月半ばから年末に

かけて、再度情報リテラシー徹底

のためのテストを実施した。前回

独自に作成したテストとの大きな

違いは、Internet Navigwareの機能

を使い、問題をランダムに出題で

きるようになったことだ。前回は

問題が固定されていたため、繰り

返し受講すると正解を覚えてしま

うことができたが、今回は受講す

るごとに出題が変わるため、知識

の深い習得に大きく役立った。

これまで新商品知識の向上、社員

行動基準の定着等に I n t e r n e t

Navigwareを活用して成果を上げて

きた同社だが、今後はeラーニング

活用の第2ステップとして、テスト

だけでなく、より幅広い活用の仕

方を検討している。現在は、Excel

やWord、PowerPointの汎用コース

ウェアを富士通から購入し、一部

の対象者に試験的に導入して有効

性を調査しているところだ。

「これまではテスト形式中心の活用

をしてきましたが、やはりそれだ

けではつまらない。社員に周知徹

底を図るものについてはテストが

適していますが、次の展開として、

学習コンテンツを充実させて、社

員がタイムリーに自らの能力を

「伸ばす」ための自己学習できるよ

うな環境を用意していく予定です。

また、こうしたコンテンツを業務

と並行してひと通り学習するのは

難しいので、例えばコースウェア

の中で営業担当者に必要なパート

を明確にして、そうした情報を社

内のホームページやメールマガジ

ンなどを活用して社員に知らせ、

そこからeラーニングに導いていく

ような仕組みも検討中です。当社

は『スパイス＆ハーブ』をコーポ

レートメッセージにしていますの

で、スパイスやハーブに関する知

識を定着させるためのeラーニング

も提供していきたいと考えていま

す」（吉野氏）

テスト実施の成功を受けて、同社

のeラーニング活用の裾野はこれか

ら大きく広がりそうだ。


